
平成24年9月28日 

QPITS座長： 浦 正勝（西鉄情報システム株式会社） 



研究会発足の背景 
 ITS（Intelligent Transport Systems/高度交通システム）

は、交通安全、渋滞対策、環境対策などを当初の目的と
して発展してきた人と車と道路とを情報で結ぶ技術。 

 他分野（医療･福祉や農業）でも応用する動きあり。 

 東日本大震災の反省から、情報伝達遮断等の課題解決
の為、強固で柔軟性の高い社会基盤作りが急務となって
いる。 

 この研究会では、車だけではなくその全ての公共交通機
関も含めた、九州内の産学官が一体となり、活気がある
住みやすい街づくりを目指した次世代システムのグラン
ドデザインを目指す必要性。 
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具体的な活動方針 

①ITSを社会基盤とした、九州における
実用展開シナリオの作成                    

②ITSおよび周辺技術・関連機器・アプ
リケーションに関する相互情報発信 

③関連機器を含めた組込みシステム、
アプリケーション、サービスの実用性
を確認する実践プロジェクトの準備 



会員数（2012/9/26時点） 

 

個人会員 ：  ６０(名) 

企業会員 ： １０５(社) 

オブザーバ ：     ２(名) 

合計 ： １６７ 
 



平成23年10月27: 電波新聞 



活動実績（会合の開催 ： 毎月第二火曜日開催） 



地域ＩＴＳ利活用情報基盤のグランドデザイン 

九州ITS利活用研究会/QPITS(Practice 
group of ITS in Kyushu) 

高齢者など交通弱者・外国人観光客も効力した地域の「人の動き」を支援する情報 

会員情報（観光・買い物、グルメなど）、車載情報（位置・乗車・降車・速度など）、公共交通機関情報（ルート、時刻、    
交通渋滞、緊急案内など）、 

地域情報（天気、観光、イベント、防災・警察など） 

情報ソースとつなぐ「ゲートウェイ」の共通インターフェース仕様 

一般利用者及び交通弱者へ情報提供 

車両情報 プローブ情報 ﾋﾔﾘﾊｯﾄ情報 環境情報 ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ情報 観光関連情報 

地域情報提供サービス 
デジタルサイネージ 
スマートフォン 
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一般企業及び官公庁自治体へ情報提供 

情報収集 

商業関連情報 災害情報 

インターネット／モバイル網とつなぐ「ゲートウェイ」の共通データー仕様 
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ワーキンググループとその役割 

グループ ０ ： 企画・調整グループ 

QPITS全体の事業化､規約･会則の策定などの企画･
立案を推進するとともに､各グループ間の調整､協
議会設立や国際会議に向けた準備などを担当する。 
主管メンバーと､支援メンバーで構成する。 

リーダ ： 浦 正勝（西鉄情報システム） 
サブリーダ ： 野原 博（e-セレス） 



ワーキンググループとその役割 

グループ １ ： センサグループ 

域内に設置する新規のセンサなどを使った、情報
収集の推進を担当する 

リーダ ： 松尾 真悟（マイクロコート） 



ワーキンググループとその役割 

グループ ２ ： コンテンツグループ 

域内団体が所有する各種コンテンツの収集の推進・
整理を担当する 

リーダ ： 野原 博（e-セレス） 
サブリーダ ： 西岡 誠（トラストパーク） 



ワーキンググループとその役割 

グループ ３ ： 利活用基盤整備グループ 

本会合のコアとなる、複数の企業・団体やデータ
センタにまたがった利活用基盤の整備､技術の確立 
について担当する 

リーダ ： 下津 修（九電ビジネスソリューションズ） 

サブリーダ ： 白石 富久（アイ・ビジネスセンター） 



ワーキンググループとその役割 

グループ ４ ： 実践サービス推進グループ 

整備される利活用基盤の友好的なサービス事例を
実証として推進する 

リーダ ： 波多江 穣治（システムワークス） 
サブリーダ ： 大場 典常 
  （ライフ･インフォメーション･プロジェクト） 



WGの活動の進め方 

グループごとのMLにて情報交換及び、個別の
会合を必要に応じて開催（週一～月一くらい） 

リーダを中心として、短期、中長期の目標に向
けた様々な検討を実施 

また並行して、平成２４年度地域ICT振興型研
究開発（人の動きをやさしく支援する地域ＩＴＳ
利活用基盤に関する研究開発：SCOPE）及び、 
Smart Mobility Asｉａ への実証システム出展
に関しても検討中 
 



今後の活動に向けて 



研究開発の具体的内容 



情報基盤整備のイメージ 



Ｈ２４秋～ 福岡市内『実証実験』構築 



実証実験イメージ： デジタルサイネージ 



実証実験イメージ： スマートフォン版アプリ 



今後のテーマに関して 
ビジネスモデルの収集と整備 

サービスモデルの収集と整備 

交通系実証実験モデルの整備 

BtoB情報基盤（公開） 

BtoC情報基盤（公開） 

スマートフォンアプリ（公開） 

 2013年度ITS世界会議に向けた基本方針決定 

 IT融合による新社会システムの調査・研究 

QPITS標準化に基づく設計・開発・実験・評価 



ご清聴誠に有難うございました 


